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【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 平 成 15年 9月 2日 (2003.9.2)
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ １
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ １ 】
即 ち 、 正 極 集 電 体 と 正 極 側 金 属 外 装 体 と が 溶 接 さ れ る 部 位 と 、 負 極 集 電 体 と 負 極 側 金 属 外
装 体 と が 溶 接 さ れ る 部 位 と が 対 向 位 置 に あ れ ば 、 電 池 が 膨 ら ん だ 場 合 に 、 正 極 活 物 質 層 と
セ パ レ ー タ （ ポ リ マ ー 電 解 質 ） 或 い は 負 極 活 物 質 層 と セ パ レ ー タ （ ポ リ マ ー 電 解 質 ） と の
間 に 大 き な 張 力 が 加 わ る こ と が あ る た め 、 こ れ ら の 間 に 剥 離 が 生 じ る お そ れ が あ る 。 こ れ
に 対 し て 、 両 溶 接 部 位 が 非 対 向 位 置 に あ れ ば 、 電 池 が 膨 ら ん だ 場 合 に は 、 発 電 要 素 が 傾 く
こ と に よ り 、 正 極 活 物 質 層 と セ パ レ ー タ （ ポ リ マ ー 電 解 質 ） と の 大 き な 張 力 が 加 わ る
の を 防 止 で き る の で 、 上 記 部 位 で 剥 離 が 生 じ る の を 抑 制 す る こ と が 可 能 と な る 。
【 手 続 補 正 ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ２ ５
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ２ ５ 】
〔 比 較 例 １ 〕
図 １ ２ 及 び 図 １ ３ に 示 す よ う に 、 正 極 ３ に 正 極 活 物 質 層 剥 離 部 を 形 成 せ ず 且 つ 正 極 ３ と 正
極 側 金 属 外 装 体 ９ と を 溶 せ ず 、 し か も 負 極 ６ に 負 極 活 物 質 層 剥 離 部 を 形 成 せ ず 且 つ 負 極
６ と 負 極 側 金 属 外 装 体 １ ０ と を 溶 し て い な い 他 は 、 上 記 実 施 例 と 同 様 に し て 電 池 を 作 製
し た 。 尚 、 図 １ ２ 及 び 図 １ ３ に お い て は 、 上 記 発 明 の 実 施 の 形 態 に 示 す 部 材 と 同 様 の 機 能
を 有 す る 部 材 に は 同 一 の 符 号 を 付 し て い る 。
こ の よ う に し て 作 製 し た 電 池 を 、 以 下 、 比 較 電 池 Ｘ １ と 称 す る 。
【 手 続 補 正 ３ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ２ ７
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ２ ７ 】
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こ の よ う に し て 作 製 し た 電 池 は 、 正 極 に 正 極 活 物 質 層 剥 離 部 を 形 成 せ ず 且 つ 正 極 と 正 極 側
金 属 外 装 体 と を 溶 せ ず 、 し か も 負 極 に 負 極 活 物 質 層 剥 離 部 を 形 成 せ ず 且 つ 負 極 と 負 極 側
金 属 外 装 体 と を 溶 し て い な い が 、 図 １ ６ 及 び 図 １ ７ に 示 す よ う に 、 上 記 凸 部 ２ ０ ・ ２ １
が 電 池 外 方 に 延 出 さ れ て い る よ う な 構 造 と な っ て い る 。 尚 、 図 １ ４ ～ 図 １ ７ に お い て は 、
上 記 発 明 の 実 施 の 形 態 に 示 す 部 材 と 同 様 の 機 能 を 有 す る 部 材 に は 同 一 の 符 号 を 付 し て い る
。
こ の よ う に し て 作 製 し た 電 池 を 、 以 下 、 比 較 電 池 Ｘ ２ と 称 す る 。
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